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4年後の『出口」を見据えて教育課程全体と初年次教育を

どのように構築し，実践するか
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1.企画の趣旨

高等教育機関の中でも工学や医歯薬学，看

護学，福祉学系などは，資格取得を含めた「出

口jが比較的はっきりしており，学生の目的意

識も高いと見なされることが多い。

しかし実際には，主体性をあまり感じられ

ない学生が存在するし，本人なりに目的意識

を持っているはずの学生も，話をよく聴いて

みると，実際の現場の状況を理解しておらず，

興味関心のある分野での夢を語るだけのこと

が多い。さらにこれらの系統でも学力低下や

基礎学習忌避，思考過程軽視，自発的学習習

慣や社会常識の欠落，グソレープ活動が困難な

学生の増加などの問題が目立つようになった。

これらの諸問題を早期に乗り越えて，自ら

考えて行動できる，それなりの学生に変身し

てもらうためには， ["出口Jの再確認と，専門

教育との連携を含めた教育課程全体の見直し，

そして各学校にふさわしい初年次教育体制の

構築と実践が必要であろう。本ラウンドテー

ブルで、は，すでに実績を上げている同志社大

学商学部，新しい取組みを開始した岡山理科

大学工学部，初年次教育にこれから本格的に

取り組む北海道工業大学の取組みを具体的に

紹介することを通して，参加者と意見や情報

を交換する場の形成を目指した。(西村)

2.同志社大学商学部の初年次教育

同志社大学商学部では一学年約 800名の学

生を抱えており，周囲の人たちと友人関係を

構築することが困難な一部の新入生に対して

は，特別の注意を払う必要がある。

彼らを学園共同体の一員として迎え，修学

意欲を高めていくためには，教員との密なコ

ミュニケーション機会が必要である。そこで

l年生を対象とした導入教育科目として，

2004年より「アカデミック・リテラシーJ(前

期)と「ビジネス・トピックスJ(後期)という二

つの科目が開講されている。どちらも，ーク

ラス約 20名の少人数クラスで行うことを原

則としており，学生間，学生一教員間のコミ

ュニケーションが緊密になるように配慮され

ている。

「アカデミック・リテラシーJでは，二つの

ことが目指されている。一つは大学で、学ぶた

めの基本的技術を身につけさせることであり，

もう一つは学園共同体に参加する機会を用意

することである。大学で学ぶための基本的技

能としては，ノートの取り方，テキストの読

み方，図書館の利用法，パワーポイントを利

用したプレゼンテーション実習，ディスカッ

ションなどが含まれる。これらの学習に加え，

大学史を学ぶことと，学生聞のコミュニケー

ションの機会を与えることで，受講者に学園

共同体の一員としての自覚を促すことが目指

されている。

「ビジネス・トピックスJでは，ビデオ教材，

企業見学などを通じて，経済活動の現実を知

り，経済問題への関心を高める。前期のアカ

デミック・リテラシーでの活動を受けて，こ
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の科目でも班ごとのグ、ループ学習を行う。共

同して調査，議論，発表を行うことで受講者

同士のコミュニケーション能力を高めること

が目指されている。(本田)

3.岡山理科大学工学部

これまでの工学教育では高度な専門知識を

持つスペシャリスト的技術者を養成してきた。

これらに加えて，これからの工学教育には，

ものづくり全般についての幅広い知識と視野

を持ったゼネラリスト的技術者，すなわち将

来プロジェクトリーダーとなる人材を養成す

る教育プログラムが必要となっている。

このような実践的かっ学問的な工学教育を

行うには，これまでの学科に分かれた教育で

はなく学科横断的な教育が必要となる。そこ

で，ものづくり演習やフ。ロジェクト実践を大

幅に取り入れるとともに学科横断的に工学教

育を行う「工学プロジェクトコース」を設置し

た。

工学に関して学習意欲を持つ学生でも，実

験や工作などの実体験が乏しく，工学やもの

づくりに対する現実感や目的意識の欠知が指

摘されていることから，このような教育プロ

グラムは教育上有効と考えられる。また，も

のづくりプロジェクトはグループで、実施して

いくため，コミュニケーション力やプレゼン

テーション力などの学士力の向上にもつなが

ると考えられる。さらに，低学年でフ。ロジェ

クト等を通して様々な工学分野に触れること

により，自分の持つ能力や適性を見いだし，

高学年や大学院で、専門分野を決めていく自己

能力発見志向の学生にも適しているといえる。

本コースの入学定員は 20名とし， 15名の

工学部教員が担当し，学生の興味に応じた指

導を行う。

また， 1工学プロジェクトセミナー 1• n J 

(1年次)， 1プロジェクト 1'"'-'NJ 1プロジェ

クトマネジメント 1• n J (2・3年次)などのも

のづくり実践科目を用意している。(松浦)

4.北海道工業大学

北海道工業大学では，持ち上がり担任制や

ポートフォリオの記録などの在学中のサポー

ト体制や，全学科共通の就職支援プログラム

が整っており， 1出口」を意識した教育環境が

充実していると言える。しかし初年次教育に

関しては，年々増える低学力者への対応，留

年・中退防止策として取りざたされてはいる

ものの，まだ統一されたシステムがなく，各

学科がそれぞれプログラムを考え，独自に実

施している状態である。

初年次教育科目の主なものは，大学生活へ

の移行を促し，スタディスキルの習得を目指

す「フレッシュマン・セミナーJ(①) ，専門教

育の入門 100入門， 00概論J(②) ，①と②

両方の要素を持つ「フレッシュマン・セミナー

/00入門/基礎ゼミ J(③)の 3種類があり，

すべて専門学科の教員が担当している。①を

実施しているのは 8学科中 1学科のみで，②

は3学科，③は 4学科である。大学全体で①

の履修体制を整えるのが理想的だが，それに

は各学科の意向の統一，担当者などの問題が

山積し，システム構築にはまだ時間がかかり

そうである。

筆者は 7学科の「文章表現法」を担当してい

るが，すべて 1年生前期に設定されているこ

とを生かして，この科目の中で大学生として

の基本的な学習スキルの習得が図れるような

授業実践を試みている。今年度より教養教員

が専門学科に分属され，横の連携が取りにく

い状態にはあるが， 1年生の教育に必ず関わ

っている教養教員が，まずは初年次教育の概

念を共有し，できることから実践し成果を示

すことが必要であると思う。その上で，配属

された学科内で専門科目との連携を図りなが

ら，全体のシステム構築に向けた提言をして

いければと考えている。(塚越)
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